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◆ 非外傷性の骨折












































































◆ 抗MRSA薬における TDM の有効的活用につい
て ～初回投与設計による適正使用を目指して～























































































臨床検査科 病理検査係 増 田 雅 巳
土 橋 求 新井田 富 子
1997年から2007までの11年間で、144例の肺がんの
手術が行われた。細胞診で「陽性」と判定した検体のほ
とんどについては組織型の推定も合致していたが、「疑陽
性」については推定組織型と最終診断の間に軽度のばら
つきが認められた。細胞診検査の「陰性」検体の中にど
の程度「誤陰性」検体が含まれているのか、細胞検査士
３名と細胞診専門医１名で再鏡検した。その結果、「陰性」
と判定された検体408件のうち60件（14.7％）が「誤陰
性」と思われた。鏡検者によって、陰性から陽性と判定
にばらつきの認められる検体も存在した。誤陰性例の異
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